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蛍光検出方式の開発とその装置応用  
 

 ○村井 弘道 *1)  

 
１．はじめに  
 臨床検査における細菌や細胞の検査手法の一つに蛍光染色法がある。これは、目標細菌

と特異的に結合する蛍光染色試薬で染色を行い、蛍光顕微鏡を用いて観察・計数を行うも

のである。この検査では目視観察が基本となっているため、検体数の増加と検査の迅速化

要求に対して限界が生じてきており、検査の機械化要求は高まっている。しかし、このよ

うな鏡検に対し、画像処理技術に適用すると、画像の取得では被写界深度制約による焦点

調整、スライドガラス面では 10 億画素相当の画像処理が必要となり、秒単位での迅速化と

いう点では困難な問題に直面する。そこで、本研究では細菌の局所かつ離散的な分布に着

目し、膨大な計算量を必要とする画像情報として扱わず、一次元情報として処理を行う蛍

光検出方式の開発を行い、試作装置として評価を行ったので報告する。  
 
２．実験方法  

蛍光染色試薬としてオーラミン・ローダミンを

使用し、励起光源として 450nm、20mW のレーザ

光源を固定ラインビーム方式とポリゴンスキャナ

による一軸走査方式とした。検出系は PMT を使用

した。評価試験では、擬似検体をスライドガラス

に塗抹し、リニアステージで観察系下を一方向に

スキャンする方式とした（図 1）。また、検出系に

はマスキング領域を設け、相関計算処理を行うこ

とによってランダムノイズの低減を図り、SN 比を

向上させた。  
 
３．結果・考察  

擬似検体による

比較評価例を図 2、
3 に示す。x 軸が検

出されたサイズ、y
軸が単位面積あた

りの蛍光量である。

図 2 では多数の蛍

光染色された菌の

分布と残渣物が示

されており、図 3
では菌の分布が確

認されていない。この結果を得るために要した時間は、スキャン時間を含め 4 秒であった。  
 
４．まとめ  

蛍光染色法による鏡検では、細菌の存在しない検体、あるいは領域が多数を占めており、

画像情報として扱うことの非効率さ容易に想像される。最終的な人による検査において、

その精度の向上と効率化には機械的なスクリーニング工程と目視検査のアシストが有効で

あると考えられ、今後、装置の統合と効果的な運用方式について開発を進めたい。  
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面発光パネル照明に対応した小型配光測定装置の開発

○横田 浩之 *1)、岩永 敏秀 *2)、澁谷 孝幸 *1)  

１．はじめに

近年、LED に続く次世代照明として有

機 EL などの面発光タイプの照明装置が

注目されつつある。このように光源が面

発光体になり、大型化が予想される中、

従来の配光測定は、光源を点光源とみな

せるまで測定距離を取る必要があった。

そのため、測定装置は大型かつ高価で、

その普及は一部の公設試験研究機関、お

よび大手メーカにとどまっていた（図

1）。本研究ではこの配光測定装置を小

型化すべく、中心部に開口部を設けた遮光板を設

け、光源を細分化するという方式を提案した。面

発光体は自動ステージにより順次移動され、各地

点の配光分布が測定できるようになっている。最

後に細分化された各地点の配光分布を全領域にわ

たって積算することで、従来の配光測定装置と同

様に、光源全体の配光分布が測定できる（図 2）。

２．実験方法

 面発光タイプの市販の LED 照明器具（LEDT-48007W-LD9、（株）東芝製）を、従来の大

型配光測定装置と今回開発した小型配光測定装置を使って比較測定した。その結果を図 3
に示す。

３．結果・考察

今回開発した小型配光測定装置は、測定範囲が

0～50°においては、大型配光測定装置との差異が

±1%以内で測定できることが確認できた。しかし

50°より広角の範囲においては、 10%前後の差異

が生じることが確認された。全光束値（出射光の

総量に相当）では、小型配光測定装置で 4717 （ lm）、

大型配光測定装置で 4641（ lm）と、1.6%の差異で

測定できることが確認された。

広角の範囲で差異が大きくなる傾向があり、そ

の原因として、もともと光度が小さい領域である

ことや、器具の設置の再現性、開口部における

迷光の影響などが考えられる。

４．まとめ

都産技研所有の大型の配光測定装置は 10（L）×4（W）×5m（H）であるが、今回開発

した配光測定装置は、新しい方式により 1.6（L）×1.6（W）×1.6m（H）のサイズにまで

小型化することができた。測定値に関しては、広角の領域ではまだ大型配光測定装置との

間に差異はあるものの、0～50 度の領域では±1%以内の差異で測定ができ、全光束値にお

いても±2%以内の差異で測定できることが確認された。

*1)光音技術グループ、*2)経営企画室
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図 2. 小型配光測定装置の概略図 

 図 1. の従来の大型配光測定装置の一例 

図 3. 大型･小型配光測定装置の配光測定結果
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